
早稲田大学日本語教育学会 2008年秋季大会 
開催日：2008年 9月 13日（土） 

 

【受  付】10：00～10：30 
【開会式】10：30～10：40［第１会場 22号館 2階 201教室］ 
【パネルディスカッション】10：40～12：40 
 〔第1会場〕22号館2階201教室 

10：40～12：40 
 

日本語教師の「専門性」を問う 

パネリスト：飯野令子・遠藤知佐・辛銀眞・武一美 

 

【ポスター発表】13：30～14：30 
 〔第2会場〕22号館2階202教室 

(1) 日本語教育における教材・教具研究に関する一考察 
河住有希子・金義泳

(2) 広東語話者のナ行音とラ行音の聞き分けにおける音環境の影響 
大久保雅子

(3) 初級段階における「総合活動型日本語教育」のシラバスデザインの構想 
に向けて 

               今井なをみ・武一美・古屋憲章

13：30～14：30 
 

(4) 学習者における協働的学習活動の位置づけと授業デザインはどのような 
関係にあるか 

                                    初見絵里花 

 

【口頭発表】14：40～16：20 
 

 

〔第1会場〕 
22号館2階201教室 

〔第3会場〕 
22号館2階203教室 

14：40～15：10 中国語母語話者による複合動詞アクセン

トの習得―母方言干渉と言語の普遍的特

徴を考慮したうえで―  

         劉佳琦 

相互作用の中で思考を言語化することを

学びと捉えるプロセス―学習者自身の力

で学びを得るための支援を考える― 

五十嵐まゆ

15：15～15：45 初級学習者に「待遇コミュニケーション」

を促進するための教授ストラテジー 

ウォーカー泉

アメリカ年少者ESL教員養成課程の有効

性と問題点－ 日本国内のJSL児童生徒に

携わる教員の育成に向けて―   

    山崎遼子 

15：50～16：20 「教室」における初級学習者の「学び」

のプロセス―「学び」を促すリソースと

相互行為― 

阿部美紀子

地域日本語教室のレゾンデートル 

「『必要性』から『費用対効果』へ」 

－財団法人茨城県国際交流協会つくば支

所が主催する日本語教室の事例から－ 

田中祐輔

川端祐一郎

【総  会】16：30～17：00 〔第1会場〕22号館 2階 201教室 
【懇親会】17：30～19：00   22号館 8階会議室 
 


